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ためレセノレピン・ウイン18501-2 (脳内 CA を著明に減少せしめる薬物)を投与して含粒小胞の形
態的変化を観察した。次いで組織化学的にコリンエステラーゼ (ChE と呼ぶ) 活性を電顕 lンベルで
観察しその神経末端での活性と含粒小胞及ひ'シナプス小胞との関係を追求せんとした。更にラベル L





して 1 % OS04 で再固定後 EpON 812で包埋した。
2 上記家兎の正常分布を基にしでレセノレピン 10mg/kg ウイン18501-2 70mg/kg を腹腔内に投与
後1.5hr， 3hr, 4hr, 24hr, 48hr，後に動物を生体固定し，視床下内側核，外側核の形態的変化を追求し
た。一方当該部分を生化学的に定量するため動物の視床下部内側核，外側核をすみやかに取出しした。
THI 法及び、エチレンヂアミン法でノノレアドレナリン (NAと呼ぶ)とドーパミン (DA と呼ぶ)を定
量した。
3 , ChE ♂活性を証明するため 2%グノレターノレアノレデヒド及び 4%7 オノレムアノレデヒドで前固定後，
前頭断切片を Karnovsky 反応液で 45min.-1hr 反応せしめ， 1% OS04 で再固定して電子顕徴鏡で
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観察した。
4 ，ラットにカトロン(モノアミン酸化酵素阻害剤) O.Olmgjg を材料採取前 2hr と 24hr，の二目
前注射し DL-DOPA-H3 5μcjg を腹腔内に注射後 30min. 3hr, 24hr，に 5%ダjレターノレアノレデヒド










量結果の比較から含粒小胞は DA よりノ Jレアドレナリン NA 含有量とよく一致することが確認され
Tこ。
3 ，視床下部に於けるレセルピン及びウイン投与後の含粒小胞の一定面積の平均数はレセ jレピンで
3hr 後約%に， ウインで 3hr 後約弘に減少しその部位の注射後の NA 定量値の減少とよく一
致する。
4 , ChE 活性はコリン作動性の神経末端を含む尾状核， 小脳苔状線維終末に強く現われるがまた
視床下部，青斑核，迷走神経背側核等の軸索未端で、特に含粒小胞を含むものにも活性が存在する。









3 ，含粒小胞は生化学的定量及び、薬物処理の結果から CA 特に NA と密接に関係があると考えら
れる。
4 , ChE 活性は自律性脳部位で含粒小胞を含むシナプス末端にも証明され， またそれに接着する
シナプス後膜，樹状突起内にも活性が存在する。
5 , H3_DOPA 投与による電顕ラジオオートグラムの経時的観察から放射性は合粒小胞を含むシナ
プス末端に長時間でより多く集合する傾向にあり，合粒小胞は生休アミンの料iBJtl'溜の場所である乙
とを示唆している。
ハU
論文の審査結果の要旨
含粒小胞は視床下部のみでなく網様体，最後野等に於いて主としてシナプス末端にあるが，後二者
では細胞体コツレジ野付近にも多い。レセノレピンまたはウイン投与によりその数は減少し頼粒の電子密
度も低下し，また電顕オートグラムの成績より H3_DOPA は含粒小胞を含む末端に集るので，含粒
小胞は活性アミン特にノ jレアドレナリンを貯留結合する乙とが示唆された。
